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　Ｑｕｅｒｃｕｓ(Ｃｙ ｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓ)glauca is ａ common evergreen oak in the warm temperate zone
in Japan, occurring on various rocks and soils. It is known that forests dominated by this
oak often occupy　limestone areas at low altitudes　in Shikoku and ･western Honshu. The
present paper deals with such forests in Yamaguchi Prefecture｡
　The hillside near the Akiyoshi･do cave is covered with the well･developed forest, the tree
stratum composed mainly of Qitｅｒｃｕｓがａｕｃａ　ａttaining the height of 10-15 m (Table 1).
At Kawakami, however, rather stunted oaks　are dominant in the limestone area, where it
is noted that Ci£ｒｕｓ j･ｕｎｏｓ known as ａ cultivated plant in Japan grows wild (Table 2)｡
　These forests should be included in the N,・以細ｅtｏ-Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓｉｄｅtｕｍ(Yamanaka 1955)
characterized by such species ａｓ Ｑｕｅｒｃｕｓｇｌａｕｃａ，　Ｑｕｅｒｃｕｓinｙｒｓｉｎａｅｆｏｌｉａ．χｙloｓｍａｊａｐｏｊｉｉｃｕｍ．
Ｅｒiobotりａ ｊａｐｏｎｉｃａｒ　ａｎｄＮ・rｄｉｎａ　ｄｏｍｅｓtｉｃａ.This association belongs to the alliance con-
taining the　warm temperate forests in Japan, though regarded as　an edaphic climax
which is not accompanied by Castan砂が５£;｢し呻i臨はpredominating in climatic climaxes.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　山口県の石灰岩地帯といえば，まず秋吉台地をあげなければならないが，そのほかにも小規模な
露出Iはところどころに見られる．石灰岩地帯の植物は，近年わが国でも各地でかなりくわしく研究
されているが，山口県のものについては今までにまとまったものがなく／ただわずかに天然記念物
の調査に関連した記事や簡単なフロラの紹介かおるにすぎない．ことに森林植生に関しては，最近
秋吉台上の長者か森の構造について研究された（塩見・宮田・阿武1964)ほかには，見るべきも
のがない．
　私たちは1964年の秋，山口県を訪れる機会を得て，短時日ではあったが，石灰岩地帯の一部の植
生を調査する,ことができたので，ここにはア,ラカシ林について得られた資科をまとめて，考察をこ
ころみたいと思う．
　この研究をおこなうについては，川上村の当事者の方たち，ことに横山友一氏のひとかたならぬ
御配慮をたまわった．ここに記してあつくお礼申しあげるしだいである．
調査地と方法
　山口県美称郡秋芳町の秋芳洞付近と阿武郡川上村遠谷をおもな調査地としてえらんだが，これら
の地域は比較的よく植生が保護されているためである．秋芳では100?，川上では25?を基準とし
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Table 1. Na>?j。ε£。.Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓｉｄｅtiiｖi(Akiyoshi,Yamaguchi Prefecture)
Quadrat number
Altitude Cm)
Exposure
Steepness
Total number of species
Characteristic and differential
　species of association
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山口県の石灰岩地帯のアラカシ林　　　　（山中・黒岩）．
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　A6-4 PittＯＳｔlO)"ＨＯＴ tobiｒｏ 十
　Ａ７－２　Ｓｉｎｏｍｅｎｉｕm aciil･tim.（Ｌ）十
５
て組成をしらべ，優占度は５～十の６階級であらわした．得られた資料は，すでに研究されている
石灰岩地帯およびそのほかの森林植生と比較検討した．その結果から標微種および識別種をもとに
して，第１～２表のような組成表にくみかえ，群集を決定した．
　組成表の左端の１～４の数字は，高木，亜高木,低木,草本の各階層を示し，優占度の括弧でっっんだものは，
その階層以下にのみ見られるものである．ＬおよびＥはそれぞれ，つる植物と着生値物を示す．
　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地の植生
　1..秋芳
　わが国で最も規模の大きい石灰岩台地である秋吉台は，大部分かススキ，ネザサなどを主とした
草地となっていて，わずかに見られる林もほとんどがアカマツ，クロ７ツ,’ニ1ナラ’クヌギなどよ
りなる二次林である．ただ秋芳洞から秋吉台にいたる山腹には，常緑広葉樹林が残っていて，これ
がごの地域の本来の植生と思われる．
　この林はアラカシを優占種として，シラカジ，カゴノキ，タブ，ナナメノ牛などをともない，生
育の･よいところではこれら高木層の樹種は高さ10～15m>胸高直径30～40cm,またはそれ以上に達
する．ただ，ところによりアカマツ，コナラ，クヌギなどの人為要素をまじえている．林内にはヒ
サカ牛，ヤブッバ牛，アオキ，ネズミモチ，クロ牛などの常緑樹が多く，つる植物ではイタビカズ
ラ，キヅタ，テイカカズラなどが普通である．また低木層にはナンテンの存在が注目される．林床
は疎開するところも弗るが，しばしばテイカカズラが多く，ナガバジャノヒゲ（ジャノヒゲに近い
型もある八のほか，ヤブラン，シュンラン，フユイチゴ，ヤブコウジなどは稀でない．シダ類では
ヤブソテツ類（ヤブソテツのなかにはヤマヤブソテツとみなされるものもある）が多いほか，ハカ
タシダ，ヒメカナワラビ，ウラボシノコギリシダなどがめだつ．　　　　　　　　　，
　２．川　上
　川上村では平家山，遠谷，京床などに石灰岩が見られるが，いずれも小さい露出である．また植
生も多くの場合人手か加えられているが，遠谷では比較的その影響が少ない．
　ここは平ズおよびナンテンの自生地として，天然記念物に指定されているところであり（中＃
1942),たしかにユズの存在は注目され，樹高４～８ｍ，胸高直径7～10cmに達するもめか多数見
られる．しかし主要木はアラカシであり，シラカシをまじえる．基岩の露出が多い山腹の斜面のた
め，秋芳にくらべて生育は劣り，８ｍ内外までの亜高木が主体となり，叢林状をなしているところ
か多い．林内にはイヌビワとナンテンが多く．つる植物ではツヅラフジとテイカカズラがめだつ．
林床にはジャノヒゲやニシノホンモンジスゲが多く，ヤブソテツ，ハカクシダ，ウラボシノコギリ
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Table 2.Ｎａｎｄｉｎｅtｏ･Ｃｙｃｌｏｈａｌａｎｏｐｓｉｄｅは'.m(Kawakami) Yamaguchi Prefecture)
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure
Steepness
Total number of species
Characteristic and differentia】
　species of association
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３　　ｌ>ｌａｎｄｉｎａ ｄｏｍｅｓtica
4　　K11 bｕｓ btieｒｇｅｒi
　　　　Characteristic species of
　’　・　alliancei order, and class
1－2　Fiｒitｓ ｅｒｅ.ｃは
　　　　Ｔｒａｃｈｅtｏｓｂｅｒmicm　ａｓiaiicｕ一肌
　　　　Ｃａｉｎｅｌｌｉａ　ｉａｐｏｎｉｃａ
　　　　Ｆｉｅ ｕｓ ｅｒｅｃtａ ｖ. ｓｉｅｂｏｌｄｉ
３　　Ｎｅｏtit ｓｅａ ｓｅｒｉｃｅａ
　　　　Ｆｉｃｉｉｓ ｎｉｐｐｏｎｉｃａ（Ｌ）
　　　　ｈｉｇｕｓtｒtｉｍ ｊａｉ＞ｏ≫iic１１７１１
　　　　Ａｕｃｕｂａ ｊａｐｏｎｉｃａ
４　　Ｏｊｊｌｉｉｏｂｏｇふ１ ｊａｂｏ・lienｓ
　　　　l--(ｐ.ｄｐ.ｒａｒhomb ｐ.ａ
　　　　ｈｉｒｉｏｐｅ　ｐｌａりbhｙlla
　　　　Cｙnibidi・,1 ｖiｒｅｓｃｅｎｓ
　　　　Ａ･ｒdiｓｉａ ｉａｐｏｎｉｃａ
　.Ｅ･ｕｒｙｃ
　　　　Ｅｌａｅａｇｎtｉｓ　ｐｕｎｇｅｎｓ
　　　　Companions*
1－２ Sino川り山11)1 aciitｕｍ CD
　　　　Ｐｒｕｎｕｓ ja??iaｓnfeiぽａ
　　　　Ｂｒｏｉｌ.ｓｓｏｎｅtia ha＾ｉｎｏｈｉ
　　　　ＣＯＤＩＵＳ刀ｌａｃｒｏｐｈｙlla
　　　　AIこebia ｑａｉｎａtａ（Ｌ）
　　　■ 　Ｍａｌｌｏtｕｓ ｊａｐｏｎｉｃｕｓ
　　　　7）ｕｅｒａｒia lohatａ（Ｌ）
　　　　Ｚｅｌｋｏ，ａ ｓ,ｅ.ｒｒａtａＩ
　　　　Ｃｅｌtiｓ ｓineiiｓiｓ ｖ， ｊａｐｏｎｌｃａ.
　　　　へMiｓtｅｒia bｒａ岫ｙbotｒｙｓ（Ｌ）
３
４
麗μぷごごし
ふ,ｇz。
乱
Ｃｏｃｃｕlｕｓtｒilohｕｓ（Ｌ）
＊
(Ｌ)
｀○･ｒt一山･ｌｅｉ、ｊ.　ｒａｄｉｃａｎｓ（Ｌ）
Ｒ･。ｎｏｈｒａ ｓｉｍｐｌ
Ｐtｅｒiｓ ｃｒｅliｃａ
Athｙｒiｕｍ ｓｈｅａｒｅｒii
Poりｓticbttｍ　tｓ≪ｓ-ｓtｎｉｅｉｉ５ｅ
Ｐａｅｄｅｒia ｓｃａｎｄｅｎｓ、･. inaiΓμ
Ｑｙｒtoiniiiiii　fiilcatiiｎi
Kl-2
K3-3
K4-2
?????????? ?
25
???
???????????????????
１
???―????『??????????????????
21
　５
{十}
?
??
?
?????????????????????
??????
??
??
??
(十)
　＋
　＋
　＋
　十
　＋
　十
　＋
??
　＋
{十}
???????????
十
K4
ssvv
　30
　30
???
　３
{十
(十
???????????
２
(､十)
２
―????????????
Ｋ'５
ssvv
??
?????
?
??
???
???
(十)
　十
　１
　十
???
― ??
??
??
???????????????
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Ｆｔｃｕｓｓtipｕlaは（Ｌ）十，－４ Ｃｈｌｏｒanlhiiｓ.iapmiiにｓ十, 　ｈｏｂｈａtheｒｉｉｍｓｒａｃｉｌｅ十，
Albiｚｚia j?Ubｒiｓｓin十
K5-1　£）lOSp,ｙｒｏｓ ｍｏｍｓｉａｎａ十，－4　Obliｓｍｅｎｕｓ ｕｎｄ?ａt･げoliｕｓ ｖ. ｊａｐｏｎｉｃｕｓ十，
　　　　　Ｐａｒtｈｅｎｏｃｉｓｓiiｓtｒicｕｓpidatａ（L）示
　山口県の石灰岩地帯のアラカシ林　　　　（山中・黒岩）
-　　-
シダ，イノモトソウ，オオバノイノモトソウなどのシダ類も少なくない，
５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察
　アラカシはわが国の暖温帯の代表的な樹種のひとつであるか，とくに乾燥に耐え，基岩の種類を
えらばず，土壌の浅いところや露岩地にもよく生育する．したがって，このような性質が石灰岩地
帯にアラカシの多い大きな原因であって，好石灰植物という見方からのむすびつきはほとんど問題
にならない．
　石灰岩地帯のアラカシ林は，はじめ四国で研究され，アラカシーナンテン群集（山中1955)と
してまとめられたが，この群集は中国地方東部でも認められ･（黒岩・山中1965),また九州にもそ
の存在が予想される（清水1962).
　この群集は石灰岩地帯の日あたりのよい山腹，基岩の露出したところ，あるいは陣地によく見ら
れるが，かような場所では，もとより人為の影響によるとともあるが，そうでなくても一般に亜高
木ないし低木林をなすことが多く，川上村の場合もその例にもれない．その点では，秋芳の林は，
私たちが今まで見てきたところでは，最もよく発達したもので，石灰岩地帯でも土壌の熟化と地盤
の安定によって，この｀ように常緑広葉樹林の代表的なかたちで存在することが明らかにされた．
　この群集ではアラカシのほかときにシラカシが加わり，それにクスドイゲ，ビワ，およびナンテ
ンを標徴種としてとりあげることができる．これらのうち，クスドイゲは海岸近くによく見られる
ものであるか,ナンテンとともに低地の石灰岩地帯には多い植物であり，さらにビワはとくに石灰岩
地帯を好んで生ずるいちじるしい例である．また川上.村におけるごときユズの野生については，い
ろいろ問題かおるとしても，少なくとも石灰岩との密接な関係は無視できない（山中・黒岩1965).
したがってこのような場合．ズをアラカシーナンテン群集を識別する重要な植物とみなすととが
できる．これらのほかにも，この群集内にしばしば好石灰植物とみなされるものや，隔離分布して
いる植物か見られるか，ただこの傾向は石灰岩地帯でもほかの群落，たとえばイワシデーイワツク
バネウツギ群集（山中1955, 1965)ほどいちじるしくない．これはアラカシーナンテン群集が気
候的極盛相と多くの共通した組成要素をもつことがらも，とうぜん考えられることである．
　このことは，組成表に明らかなように，アラカシーナンテン群集か，暖温帯の常緑広葉樹林と
は，すでに群団において同一のものであることを明らかにしている．しかしながら，この群集がひ
どっの土地的極盛相であることもまた否定できない’事実である．もっとも;アラカシーナ,ンテン群
集は石灰岩地帯のみに限られているものかどうかは,今後の調査にまたねばならない.非石灰岩地帯
のアラカシ林にも，この群集とよく似た組成が認められる場合かおるが（鈴木・佐藤・須股1964,
山中未発表），ひとつ注意しなければならないのは,･私たちが今まで見てきたところでは，石灰岩
地帯に見られるこの群集がシイ類をまったく欠いていることである．
　アラカシーギンテン群集は，気候的にはｚダジイまたはっジイが極盛相林をなす地域に見られる
ことが多く，山口県の場合もまたおなじである．これら常緑広葉樹林の主要な構成樹種の多くか，
アラカシーナンテン群集にも存在しながら，シイ類があらわれないことは，おそらく単に石灰岩地
帯の物理的影響によるものではないと思われる．ただ宮田（私信）によると，山口県於福台の石灰
岩地帯には，部分的ながらシイの林があるとのことであり，このような場合についてはさらに研究
を必要とするが，少なくともシイ類が石灰岩地帯を好まないことは，うたがいないようである．し
たがってアラカシ林が，シイ類をともなうか否かということと，石灰岩地帯に出現しないか概して
稀なサカキノヤマビワ，クロバイ，ミミズバイ，イズセンリョウなどのシイ林のおもな組成要素の
消長は，生態的に大きな意義かあるとみなければならない．
　シイ類とは対照的に,タブはしばしば石灰岩地帯にも生ずるが,その場合は乾燥のいちじるしくな
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いところという条件がともなう．瀬戸内海をめぐる地域にタブ林の発達のわるいことは周知の事実
であり，代ってカゴノ牛やアラカシの林があることも指摘されている（正宗1936,鈴木・森1957,
得居1957,山中1957, 1962).これも気候的および土地的な乾燥か原囚とみなされるが，この地
域のアラカシ林についてはさらに研究を必要とする．山中(1962)は，四国地方でダブ林の存在の
限界が，ランクの雨量係数100とほとんど一致することを報告したか，中国地方の西部では僅かな
から100を越していて，事実非石灰岩地帯でのタブ林の存在が認められている（岡1953).秋芳洞
付近の石灰岩地帯でもアラカシ林にタブが混生するか,.jまたタブか存在しながらアラカシを欠いて
いる例が長者か森に見られる（塩見・宮田・阿武1964).このよ’うな植生の相違には，土地的な影
糾か大きいことはまず考えられるが，単にそれだけですべてを解釈できるものかどうか，これも石
灰岩地帯の植生の研究にとって，残されたひとつの問題である，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　と　　め
　山口県秋芳町およ.び川上対の石灰岩地帯には，土地的極盛相としてアラカシ林が見られる．これ
はアラカシーナンテン群集である．この群集は，組成的には暖温帯の気候的極盛相をなす常緑広葉
樹林と，おなじ群団に合まれる．アラカシは基岩の和類をえらばず，乾燥に耐え，また露岩地にも
よく生ずることか知られている．しかし，石灰岩地帯の=アラカシ林がシイ類をともなわないこと
は，注目すべき事実である．
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